
資 料 ２

○現在の河川敷地占用許可の運用の実態について
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① 河川区域内面積の状況について（一級及び二級河川） 
全国の一、二級河川の面積は、９８．６万ヘクタールであり【表１】、その

うちの８７％の８６．１万ヘクタールが官有地である。この官有地のうち、

一級河川が８０％を占める状況となっている【表２】。また、一級河川のうち、

主として占用の対象となる３号地（高水敷の部分）は、１２．１万ヘクター

ルである【表３】。 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

官有地 
861 
(87%) 

民地等 
125 
(13%) 

表１【河川敷地の内訳】単位：千ｈａ 

二級河川 
170 
(20%) 

一級河川 
691 
(80%) 

表２【官有地の内訳】単位：千ｈａ 
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（参考） 
＜河川区域概念図＞ 

 
河川法第６条１項 この法律において「河川区域」とは、次の各号に掲げる区域をいう。 
１号 河川の流水が継続して存する土地及び地形、草木の生茂の状況その他の状況が

河川の流水が継続して存する土地に類する状況を呈している土地（河岸の土地を

含み、洪水その他異常な天然現象により一時的に当該状況を呈している土地を除

く。）の区域 
２号 河川管理施設の敷地である土地の区域 
３号 堤外の土地（政令で定めるこれに類する土地及び政令で定める遊水池を含む。）

の区域のうち、第１号に掲げる区域と一体として管理を行う必要があるものとし

て河川管理者が指定した区域 

一号地 
476 
(68%) 

三号地 
121 
(18%) 

二号地 
94 
(14%) 

表３【一級河川の区域別面積】単位：千ｈａ
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②河川敷地の占用状況（一級河川） 
平成１４年における全国の占用面積は、３．９万ヘクタールである。これは、

３号地の３２％、河川敷地全体の６％が、それぞれ占用されていることになる。

目的別の占用面積を見ると、おおむね公園・緑地、採草地、田畑、運動場等に

使用されているといえる。なお、目的別の占用面積の推移は表５のとおり。 
 また、「その他」には、道路、橋梁、水道管等の管類などがある。 
 

 
 

 
 
 

表４①【一級河川の区域別面積】 

表４②【一級河川の区域別面積】 

　　平成１４年目的別占用面積（平成１４年） （単位：千ｈａ）

指定区間外
＜国管理＞

6.9 (24.4%) 3.5 (12.4%) 1.6 (5.7%) 8.1 (28.6%) 6.5 (23.0%) 1.7 (6.0%) 28.3 (100.1%)

指定区間
＜県管理＞

2.6 (22.8%) 0.8 (7.0%) 0.1 (0.9%) 1.5 (13.2%) 3.2 (28.1%) 3.2 (28.1%) 11.4 (100.1%)

一級河川計 9.5 (23.9%) 4.3 (10.8%) 1.7 (4.3%) 9.6 (24.2%) 9.7 (24.4%) 4.9 (12.3%) 39.7 (99.9%)

田畑 その他 合計公園緑地 運動場 ゴルフ場 採草地

11%

4%

24%

24%

12%
24%

公園・緑地

その他

農地（採草地）

農地（田畑）

ゴルフ場

運動場
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表５【目的別河川敷地占用面積の推移】 
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資 料 ２（続き）占有許可例

○ 荒  川  下  流  部

○ 多  摩  川  中  流  部

○ 江  戸  川  下  流  部

○ 船  舶  係  留  施  設

河  川  敷  地  占  有  許  可  の  状  況   （ 例 ）
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